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神社仏閣のコミュニティサイトを通じた
観光地発掘事業

第136回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　私は現在、13歳の中学二年生です。小学生のとき、受験のストレ
スに悩まされていた私を救ってくれたのが神社仏閣でした。美しい景
色や神聖な空気に心が癒やされ「ありのままの自分でいいんだ」と思
うことができたのです。その経験を元に考案したのが、人と神社仏閣
をつなぐコミュニティサイト「SORYO事務所」です。
　近年、自殺が原因で亡くなる方が増えており、2022年は私と同世
代の小中高生の自殺者数が過去最多となる514人にのぼりました。そ
の中には私と同じように悩みを抱え、誰にも相談できずにその道を選
んでしまった方もいたでしょう。神社仏閣を訪れることで、いま苦し
み悩んでいる人も、私のように救われる可能性があるのではないかと
考えています。
　一方、神社仏閣の数が減りつつあるという問題もあります。後継者
の不在、葬儀の縮小、行事の利用減などで総収入が減少しており、運
営や建物の維持が困難になっているそうです。コミュニティサイトが
活性化すれば、運営に悩みを抱える神社仏閣を助けることにもつなが
ります。心が疲れた方と神社仏閣、双方の課題が解決された世界を、
この事業で実現したいと思っています。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　中学受験に取り組んでいたころの私は、どんなに頑
張っても伸びない成績に悩み続けていました。「こん
なことをやっていて意味があるのか」と投げやりにな
ったり、嫌だったことを日記に書きなぐったりするほ
ど追い詰められていたのに、誰にも相談できず苦しい
日々を送っていました。そんなとき親から「気分転換
に神社にでも行ってみないか」と誘われたのです。も
ともと歴史が好きでしたし「神頼みでもすれば成績が
上がるかも」くらいの軽い気持ちで行ったのですが、
沈んでいた気持ちが軽くなっていく体験をしました。
心が洗われるような美しい風景、荘厳な雰囲気に癒や
され「そのままでいいんだよ」と言ってもらえたよう
な気がしたことを今でも覚えています。その日から受
験にも前向きに取り組めるようになり、神社仏閣も大
好きになりました。
　しかしその後「コロナ禍や葬儀の縮小により収入が
減少し、神社仏閣が減っている」という新聞の記事を
目にしました。「このままでは大好きな神社仏閣がな
くなってしまう」と焦り、私にできることはないかと
父に相談しました。すると経営者である父は「起業し
てみればいいんじゃない？」と私に言いました。そこ
で初めて、課題解決のために「起業」という選択肢が
あることを知ったのです。「やってみたい」と思った
私は、受験の志望校を変更し、実践的なビジネスを学
べる「起業ゼミ」がある中学校への入学を目指すこと
にしました。そして、無事に合格することができました。
　「起業ゼミ」で知識を得ながら、ビジネスで神社仏
閣の課題解決ができる方法を模索していました。その
時に思いついたのがコミュニティサイトの運営です。
参拝者が減り経営に悩む神社仏閣と、昔の私のように
苦しんでいる人をつなげることで、双方の課題を解決
できるかもしれないと考えました。
　若い人は足を運びづらい場所かもしれませんが、神
社仏閣の門戸は開かれています。今回の事業を進める
にあたり、いくつかのお寺や神社にお邪魔しヒアリン
グさせていただきましたが、みなさんとてもやさしく
話を聞いてくださり、心地よい時間を過ごすことがで
きました。こういうすてきな僧侶さんや神主さんがい
るのに、世の中に知られていないことがとてももった
いないと感じています。「近くの神社やお寺に行って、
話してみようかな」と気軽に思えるようなきっかけを、
このコミュニティサイトを通してつくっていきたいで
す。
　

■ サービスの特徴
　神社仏閣好きが集まるコミュニティサイトをつくり、
心が疲れた人に向けた癒やしの提供と、神社仏閣の収
入アップを目指します。このサイトでは日本全国にあ
る神社仏閣のおすすめポイントや推しの住職さん、神
主さんなどを投稿し、ユーザー同士で交流を持つこと
ができます。またサイト内に伝統的な商品や神社仏閣
にまつわるアイテム、旅行代理店などの広告を掲載し、
販売価格の10％を目安に広告収入を得ることも計画中
です。サイトは広告費で運営しますので、神社仏閣側
には負担はありません。全国展開も可能で、対象とな
る神社仏閣は15万軒にのぼります。
　このサイトの特徴をひと言でいえば、「宝探し」です。
誰もが知っているような神社仏閣だけでなく、小さく
ても有名じゃなくても、いにしえの雰囲気やわびさび

を感じさせてくれる魅力的な神社仏閣は全国各地にあ
ります。そういう場所を自ら探すのは難しいので、コ
ミュニティサイトに集まって隠れた神社仏閣を協力し
て見つけようというイメージです。そして実際に足を
運んで、お賽銭を入れたり、お守りを受けたり、おみ
くじを引いたりしてくれる人が増えれば神社仏閣の収
入も確保できるため、運営を維持し、未来につないで
いくことができます。
　

■ 現状の課題
　どこかの神社仏閣が爆発的に話題になったり、SNS
でバズったりすることがない限り、今の若い人たちが
「神社仏閣」というキーワードで検索をしてくれるこ
とはなかなかありません。しかしコミュニティサイト
はまず検索してもらい、見つけてもらえないことには
始まらないので、そのためにどういう戦略を取りどう
工夫していくかが今一番の課題です。
　また、神社仏閣を訪れるきっかけづくりだけでなく、
そこで得られる体験価値を高めていくことも今後は必
要になってくると考えています。実際に神社仏閣に行
った人に「楽しい」と感じてもらえなければ、ユーザ
ー数を増やすことはできません。初詣やお墓参りくら
いでしか行くことのない神社仏閣に、どれだけアクセ
スしてもらい楽しい体験を提供できるかということも、
取り組んでいかなければならない課題になってくるは
ずです。
　

■ 今後の展開
　コミュニティサイトの構築費に約300万円くらい必
要になるといわれています。プログラミングの知識を
持たない中学生が一人でつくるにはハードルが高いた
め、今はノーコードで作成できるサイトを利用中です。
アンケートサイトで集めた情報を手入力し、40件弱の
神社仏閣を掲載しながら、実証を進めています。ゆく
ゆくは質の高いサイトを構築していきたいので、その
ための費用を集めなくてはなりません。そのためにク
ラウドファンディングで資金を集めるのか、投資をし
ていただくのかなど、現在検討中です。私が15歳にな
るまでは事業を法人化することはできないので、それ
までの間にサイトをつくり、軌道に乗せた上で法人化
することを目指します。また、同時にSNSの運用も進
めていきたいと考えています。
　　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　今回受賞させていただいてから、いろいろな方から
お声がけをいただくようになりました。つい何日か前
にも、京都の有名なお寺さんからご連絡をいただき、
驚いたことがありました。いろいろな方に支えていた
だいたおかげでこの事業が広がっていることを、とて
もありがたく思っています。まずはチャレンジしない
と何も始まらないと思いますので、とりあえずやって
みることが大切だと思います。エントリーして損にな
ることはありませんので、ぜひ挑戦してみてください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　
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め、今はノーコードで作成できるサイトを利用中です。
アンケートサイトで集めた情報を手入力し、40件弱の
神社仏閣を掲載しながら、実証を進めています。ゆく
ゆくは質の高いサイトを構築していきたいので、その
ための費用を集めなくてはなりません。そのためにク
ラウドファンディングで資金を集めるのか、投資をし
ていただくのかなど、現在検討中です。私が15歳にな
るまでは事業を法人化することはできないので、それ
までの間にサイトをつくり、軌道に乗せた上で法人化
することを目指します。また、同時にSNSの運用も進
めていきたいと考えています。
　　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　今回受賞させていただいてから、いろいろな方から
お声がけをいただくようになりました。つい何日か前
にも、京都の有名なお寺さんからご連絡をいただき、
驚いたことがありました。いろいろな方に支えていた
だいたおかげでこの事業が広がっていることを、とて
もありがたく思っています。まずはチャレンジしない
と何も始まらないと思いますので、とりあえずやって
みることが大切だと思います。エントリーして損にな
ることはありませんので、ぜひ挑戦してみてください。

氏　名：今 井 結 菜（いまい ゆうな）
住　所： 神奈川県川崎市麻生区
電話番号： ☎044-400-1900
ホームページ：https://pc.tamemap.net/80001001/

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　




